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JWSTによるz>3の静止系可視形態
• これまでHST/WFC3によりz<~3の静止系可視の形態が調べられ、下記のように
考えられてきた。
• z>2.5ではハッブル分類に属さない不規則銀河 (Irregular/Peculiar) が大半
で、mergingがその主要因である。

• ハッブル系列はz~1に出来上がった。
• しかしHSTの空間分解能・感度ではz~3の形態を正しく捉えられていないかもし
れない。

• JWST/NIRCamのEROデータでz>3(—8)の形態評価を行い、形態進化を議論する。

• 赤方偏移
• 既存カタログ (RELICS) から抽出。288天体を形態分類へ。
• NIRCam F200WをSED fitに加えるとRELICSではz>3だったものがz<1になる。

F160W-F200WでBalmer breakを示さなかったため。z<1を採用した。
• 形態分類
• 見た目：著者3名が静止系可視に相当するバンドの画像で分類
• 定量分類：MORFOMETRYKA (CAS, Gini/M20, 1D/2D Sersic fit)

◆ 銀河の形態は、HSTから予想してきたよりもより初期に形成されていたのかもしれない。
◆ （形態を破壊しうるmergingはspheroidにのみ働き、diskはdiskであり続けてきた？）

→Fig.4: 形態進化
見た目分類でのredshift進化
（※z~2のみrest-UV）。
High-zではIrr/Pecが多数という
HSTからの予想とは異なり、z>2

でも半数はdisk的。
→形態の確立はより遠方 (z>6)。

Fig.6: z>3での見た目分類 vs C-A

• 見た目のdiskもspheroidも似たよ
うな分布で、mergerほどの非対称
性は示していない。

• Pecはhigher A (merger寄り)。
• HSTからの予想通り、high-Cな銀
河は見られない。（バルジが十分
発達していないという事か？）

↑Fig.2, Tab.1: 形態分類に使うバンド
Rest-optと謳いながらもz<3はrest-UV相当。
なぜF200Wを使わない？
また何故かz>6の結果は使われていない。

(JWST/NIRCamのWide Filters)


